
平成 28 年 2 月 2 日 
国土交通省観光庁 
次長 蝦名 邦晴 殿 

（一社）日本旅行業協会 
訪日旅行推進委員会 
委員長 丸尾 和明 

 
 

訪日外国人旅行 次のステージに向けた提言書について 
 
 

拝啓 時下益々ご清栄の事とお喜び申し上げます。 
平素より、当協会の業務運営に対し格別なご高配・ご指導を賜り、厚く御礼申

し上げます。 
昨年６月に観光立国推進閣僚会議で決定された「観光立国実現に向けたアク

ション・プログラム２０１５」策定に際しましては、当協会からの意見等を幅広

く取り上げていただき感謝申し上げます。 
さて、貴庁におかれましては観光立国の実現に向けて「アクション・プログラ

ム２０１６」の策定を進めておられますが、当協会としても訪日外国人旅行者２，

０００万人の達成を目前に控えた状況下、次のステージに向けての課題等につ

いて取りまとめました。限られた時間内での作業でもあり、幅広く課題を網羅で

きておらず未だ抽象的な内容に止まっている点も否めませんが、今後も継続的

に議論を重ねていきたいと考えております。 
訪日外国人旅行次のステージに向けて、種々の課題を克服するためには、幅広

い分野に渡ってオールジャパン体制にて官民が協力して取り組む必要があるこ

とは間違いありません。貴庁が先頭にたち、各省庁はじめ官民一体の体制の構築

に取り組まれておられる姿に敬意を表するとともに、当協会もその一翼を担う

べく、「需用分散」「質の向上」「安心安全」をキーワードに積極的な訪日誘客施

策に取り組んで参ります。      
敬具 

  








































